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第
１
回
奥
出
雲
町
肉
用
子
牛
共
進
会
が
6
月

12
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
共
進
会
は
、

肉
用
牛
の
改
良
の
確
認
と
畜
産
経
営
の
発
展

を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、町
内
9
地
区
か

ら
選
ば
れ
た
23
頭
の
肉
用
子
牛
が
出
品
さ
れ
、

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

肉
用
子
牛
共
進
会
を
開
催

▲審査の様子（特選賞首席のみずき２の１２号）

▲講演の様子

　
奥
出
雲
町
商
工
会
青
年
部
に
よ

る
全
国
統
一
事
業「
”絆  “感
謝
運

動
」の
一
環
と
し
て
、島
根
Ｉ
Ｔ
デ

ザ
イ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
と
と
も

に
学
校
周
辺
の
清
掃
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。　

　
草
刈
り
な
ど
に
取
り
組
む
と
と

も
に
交
流
を
深
め
、国
際
色
豊
か
な

活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
企
画
を
担
当
し
た
和
久
利
拓
朗

さ
ん
は「
海
外
か
ら
の
留
学
生
と
活

動
す
る
こ
と
で
、お
互
い
を
知
り
、

国
際
交
流
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

◀校舎周辺の草刈りの様子

銀杏の木の下の▶
落ち葉集めや草取りの様子　

　
奥
出
雲
町
商
工
会
女
性
部
に
よ

る
、出
雲
三
成
駅
と
出
雲
横
田
駅
の

駅
舎
周
辺
の
清
掃
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、横
田
駅
で
は
登
校
時

の
横
田
高
校
生
へ
の
あ
い
さ
つ
運

動
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
草
取
り
や
ク
モ
の
巣
取
り
な
ど

を
行
い
、利
用
者
を
気
持
ち
よ
く
迎

え
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
和
久
利
直
子
部
長
は「
町
外
か
ら

来
ら
れ
る
方
や
高
校
生
に
と
っ
て

の
ス
タ
ー
ト
の
場
所
を
大
切
に
し

た
い
。今
年
で
３
回
目
に
な
る
が
、

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」と

話
さ
れ
ま
し
た
。

◀出雲三成駅での清掃の様子

出雲横田駅での　
あいさつ運動の様子▶

女
性
部

青
年
部

　
株
式
会
社
河
野
組
様
か
ら
町
に

対
し
、１
千
万
円
の
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
に
よ
る
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
同
社
は
、全
国
で
解
体
工
事
を
手

掛
け
る
企
業
で
あ
り
、建
設
業
界
の

職
場
環
境
改
善
や
若
手
人
材
の
育

成
に
取
り
組
み
、多
様
な
人
材
が
活

躍
で
き
る「
総
合
的
雇
用
推
進
企

業
」と
し
て
、地
域
社
会
へ
の
貢
献

を
目
指
し
て
事
業
を
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
度
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄

附
は「
稼
ぐ
地
域
を
つ
く
り
、奥
出

雲
町
で
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に

す
る
事
業
」に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
株
式
会
社
Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ
様
か
ら

町
に
対
し
、５
百
万
円
の
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
に
よ
る
ご
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
社
は
多
様
な
人
材
が
活
躍
で

き
る
企
業
づ
く
り
を
理
念
に
、建
物

に
関
わ
る
事
業
を
通
じ
て
暮
ら
し

を
よ
り
良
く
し
、お
客
様
の
想
い
を

未
来
へ
つ
な
ぐ
企
業
と
し
て
地
域

社
会
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄

附
は「
稼
ぐ
地
域
を
つ
く
り
、奥
出

雲
町
で
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に

す
る
事
業
」に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
奥
出
雲
町
担
当
行
政
相
談

委
員
の
安
部
茂
寿
さ
ん
が
、中

国
四
国
管
区
行
政
評
価
局
長

表
彰
を
受
賞
さ
れ
、表
彰
式
が

５
月
20
日
（
水
）
に
、
サ
ン
ラ

ポ
ー
む
ら
く
も
（
松
江
市
）
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
安
部
委
員
は
、平
成
30
年
５

月
に
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相

談
委
員
を
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、

皆
様
の
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
、暮
ら
し
の
困
り
ご
と
の

相
談
を
受
け
付
け
、そ
の
解
決

や
行
政
相
談
の
広
報
活
動
に

尽
力
さ
れ
て
き
た
こ
と
な
ど

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

▲中国四国管区行政評価局　山路 栄作 局長（左）
　安部 茂寿 委員（右）

ツルハグループと
災害時物資供給協定を締結地域脱炭素に向けた連携協定を締結
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成　績（特選賞） ◀
株
式
会
社
ツ
ル
ハ
グ
ル
ー
プ

　
ド
ラ
ッ
グ
＆
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
西
日
本

　
島
根
運
営
部
　
光
永 

研
一 

部
長（
右
）

◀
株
式
会
社
プ
ロ
テ
リ
ア
ル

　
安
来
工
場
長
兼
鳥
上
木
炭
銑
工
場
　

　
渡
邉 
洋 

工
場
長（
左
）

　
株
式
会
社
バ
イ
ウ
ィ
ル
　

　
下
村 
雄
一
郎 
代
表
取
締
役
社
長 （
右
）

　
５
月
23
日
、令
和
８
年
度
奥
出
雲
町
健

康
づ
く
り
推
進
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
72
名
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
の
皆
さ
ま

に
ご
出
席
い
た
だ
き
、奥
出
雲
町
の
健
康

実
態
、町
内
の
企
業
や
地
域
に
お
け
る
継

続
し
た
健
康
づ
く
り
推
進
活
動
の
紹
介
、

健
康
づ
く
り
推
進
員
の
役
割
・
活
動
等
に

つ
い
て
健
康
福
祉
課
保
健
師
よ
り
説
明
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
研
修
会
と
し
て
、今
年
度
着
任
さ

れ
た
島
根
県
雲
南
保
健
所 

谷
口
栄
作
所
長
よ
り『
健

康
づ
く
り
は
生
活
づ
く
り
　
生
活
づ
く
り
は
暮
ら

し
づ
く
り
　
そ
し
て
そ
れ
は
地
域
づ
く
り
』と
題

し
、生
活
習
慣
病
を
例
に
し
て
分
か
り
や
す
く
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
健
康
づ
く
り
は
、ま
ず
は
自
身
や
家
族
の
健
康
に

関
心
を
も
ち
、で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。そ
れ
が
周
囲
に

波
及
し
て
い
き
、や
が
て
自
治
会
ぐ
る
み
の
活
動
に

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。健
康
な
暮
ら

し
や
健
康
な
地
域
を
目
指
し
た
活
動
と
な
る
よ
う
、

私
た
ち
保
健
師
も
町
民
の
方
々
と
一
緒
に
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
国
四
国
管
区

行
政
評
価
局
長
表
彰

　６月15日、役場仁多庁舎において、奥出雲町
とドラッグストアウェルネスを運営する、株式
会社ツルハグループドラッグ＆ファーマシー西
日本による「災害時及びウイルス等感染症発生
時における物資供給に関する協定」調印式が
行われました。
　この協定は、災害時などに衛生用品や食料
品、生活物資などの提供や確保について、同社
から優先的に協力を受けるものです。光永研
一部長は「自社の店舗網を活用し、迅速な商品
供給で地域に貢献したい」と話されました。
　今回の協定締結により、災害時等における
物資供給体制の充実が図られ、町民の皆さん
が安心して暮らせる地域づくりにつながるこ
とが期待されます。

　株式会社プロテリアル、奥出雲町、株式会社バイウィル
の3者による「森林整備・J-クレジット活用による地域脱
炭素に向けた連携協定」の調印式が行われました。
　本町では、令和5年度からバイウィルと連携し、森林由
来J-クレジットの創出に取り組んでいます。このたび、創
出したJ-クレジットをプロテリアルが年間500トン、8年
間にわたり購入し、本町の森林整備を支援いただくこと
となりました。
　プロテリアルの渡邉洋工場長は「たたら製鉄をルーツ
とする当社にとって奥出雲町とのつながりは特別なも
の。脱炭素に取り組む中で、奥出雲町で創出されたJ-ク
レジットを活用し、森林整備活動を支援できることは大
変意義深い」と述べられました。
　たたら製鉄の歴史が結んだ縁を生かし、脱炭素社会の
実現と持続可能な森林保全をともに進めていきます。

　株式会社プロテリアル、奥出雲町、株式会社バイウィル
の3者による「森林整備・J-クレジット活用による地域脱
炭素に向けた連携協定」の調印式が行われました。
　本町では、令和5年度からバイウィルと連携し、森林由
来J-クレジットの創出に取り組んでいます。このたび、創
出したJ-クレジットをプロテリアルが年間500トン、8年
間にわたり購入し、本町の森林整備を支援いただくこと
となりました。
　プロテリアルの渡邉洋工場長は「たたら製鉄をルーツ
とする当社にとって奥出雲町とのつながりは特別なも
の。脱炭素に取り組む中で、奥出雲町で創出されたJ-ク
レジットを活用し、森林整備活動を支援できることは大
変意義深い」と述べられました。
　たたら製鉄の歴史が結んだ縁を生かし、脱炭素社会の
実現と持続可能な森林保全をともに進めていきます。

企業版ふるさと納税によるご寄附をいただきました

 ①マイナ保険証を利用している方（※１）　　

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
開
催
！

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
開
催
！

株
式
会
社 

河
野
組 

様

株
式
会
社 

Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ 

様


